
　
市
東
部
、
貝
吹
の
か
ぎ
万
燈【
①
】

で
お
な
じ
み
の
万
灯
山
の
麓
に
あ
る

長
圓
寺
に
板
倉
勝
重
は
眠
っ
て
い
ま

す
。
勝
重
は
、
徳
川
家
康
の
強
い
勧

め
で
還
俗
し
、
駿
府
町
奉
行
を
は
じ

め
各
地
の
奉
行
職
を
歴
任
、
つ
い
に

は
公
家
や
豊
臣
家
の
影
響
力
の
強
い

上
方
の
初
代
京
都
所
司
代
を
拝
命
し
、

立
派
に
勤
め
を
果
た
し
ま
し
た
。
以

後
、
三
代
に
わ
た
り
板
倉
家
は
京
都

所
司
代
職
を
勤
め
た
こ
と
か
ら
、
幕

府
か
ら
の
信
頼
は
絶
大
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
板
倉
家
と
そ

の
菩
提
寺
・
長
圓
寺
、
京
都
五
山
送

り
火
に
通
じ
る
か
ぎ
万
燈
が
「
三
河

の
小
京
都
・
西
尾
」
を
名
乗
る
一
因

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
勝
重
の
裁
き
や
施
政
に
つ
い
て
書

か
れ
た『
板
倉
政
要
』な
ど
に
よ
る
と
、

京
都
所
司
代
の
時
を
含
む
奉
行
時
代

に
、
勝
重
は
常
に
公
正
で
慈
悲
深
く
、

絶
妙
な
裁
き
で
人
々
の
喝
采
を
浴
び

た
と
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
講
談
な
ど

で
語
ら
れ
る｢

大
岡
裁
き｣

に
通
じ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の

例
が
『
醒
睡
笑
』
に
「
山
伏
が
、
あ

る
家
に
宿
を
借
り
た
。
そ
の
家
の
亭

主
が
出
掛
け
る
時
に
山
伏
の
刀
を
一

時
拝
借
し
た
と
こ
ろ
、
国
中
に
徳
政

令
（
負
債
を
棒
引
き
に
す
る
法
令
）

が
出
た
。
す
る
と
亭
主
は
こ
れ
を
口

実
に
山
伏
に
刀
を
返
さ
な
い
。
困
っ

た
山
伏
が
所
司
代
へ
訴
え
た
。
勝
重

は
『
徳
政
の
令
に
よ
っ
て
、
借
り
た

刀
が
亭
主
の
も
の
に
な
る
な
ら
、
同

様
に
山
伏
が
借
り
た
家
も
山
伏
の
も

の
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
』
と
の
裁

き
を
下
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　
長
圓
寺
に
は
県
指
定
文
化
財
で
あ

る
木
造
板
倉
勝
重
坐
像【
②
】や
、
そ

れ
を
祭
る
長
圓
寺
肖
影
堂【
③
】、
市

指
定
文
化
財
で
あ
る
本
阿
弥
光
悦
書

手
水
鉢
【
④
】
な
ど
多
く
の
名
宝
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
板
倉
家
代
々

の
墓
所
【
⑤
】
を
は
じ
め
と
す
る
境

内
は
、
現
在
、
市
が
国
の
史
跡
指
定

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
市

民
と
し
て
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
東
三
河
の
あ
る
町
の
小
学
校
で
は
、

８０
年
も
前
か
ら
毎
年
、
学
芸
会
で
郷

土
の
偉
人
の
少
年
時
代
が
オ
ペ
ラ
仕

立
て
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
芸

会
が
近
づ
く
と
、
町
の
人
は
、
話
の

筋
も
せ
り
ふ
も
全
て
知
っ
て
い
る
の

に
、
今
年
は
ど
の
子
が
、
ど
の
よ
う

に
演
じ
る
か
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上

が
る
そ
う
で
す
。
西
尾
市
に
も
板
倉

勝
重
を
は
じ
め
、
吉
良
義
央
、
岩
瀬

弥
助
、
尾
﨑
士
郎
と
、
数
多
く
の
郷

土
の
偉
人
が
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
を
き
っ

か
け
に
郷
土
の
偉
人
に
、
よ
り
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
学
芸
会
で

「
板
倉
裁
き
」
を
演
じ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
語
り
継
い
で
い
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
目
線
で
、
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広報サポーター
鈴木正樹さん（馬場町）

郷
土
の
偉
人

　
　
　
名
裁
判
官 

― 

板
倉
勝
重 

―

１ ２ ３

４ ５ ⑥⑥

１ ２ ３

４ ５ ⑥⑥

１ ２ ３

４ ５ ⑥⑥

１ ２ ３

４ ５ ⑥⑥

１ ２ ３

４ ５ ⑥⑥
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子どもにも高齢者にも
優しい詩吟の教室

三河岳精会　西尾教場

詩
吟
と
聞
く
と
、
と
て
も
難
し
く
考

え
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

詩
吟
教
室
は
、
明
る
く
楽
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
頭
の
体
操
の
つ
も
り
で
勉
強

し
て
い
ま
す
。
詩
吟
の
教
本
は
難
し
い

漢
字
に
振
り
仮
名
が
付
い
て
い
て
誰
で

も
読
め
ま
す
。
ま
た
、
詩
吟
は
お
腹
に

力
を
入
れ
て
声
を
出
す
の
で
健
康
的
で
、

認
知
症
や
ス
ト
レ
ス
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
心
の
栄
養
剤
と
も
な
る
先
人
の
教

訓
に
触
れ
ら
れ
、
年
齢
を
問
わ
ず
仲
間

が
増
え
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

昨
年
の
ア
ク
テ
ィ
に
し
お
ま
つ
り
で

は
、
市
内
の
他
の
教
場
も
参
加
し
て
良

寛
の
作
っ
た
絶
句
、
短
歌
、
俳
句
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。
９
月
１７
日
㈭
の
午

後
１
時
か
ら
、
横
須
賀
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
う
詩
吟
の
無
料
講
習
で
は
、

花
岳
寺
（
吉
良
町
）
の
５
代
住
職

が
詠
ま
れ
た
詩
（
吉
良
八
景
）
な

ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詩

吟
を
知
ら
な
い
方
や
こ
れ
か
ら
何

か
始
め
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
、
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

人
生
に
詩
吟
の
あ
っ
た
こ
と
を

喜
び
と
し
、
輝
か
し
い
人
生
、
余

生
を
共
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
三
河
岳
精
会　
西
尾
教

場　
内
田
（
☎
５９
・
３
０
１
８

／
寺
津
町
）

尾﨑 陽
ひ

向
なた

くん

（今川町）
平成２５年２月生まれ
やんちゃ盛りの陽向く
ん。元気に走り回る姿
がカッコイイぞ！

小関 柊
しゅう

汰
た

くん

（国森町）
平成2５年２月生まれ
重機とお姉ちゃんが大
好きな柊汰。優しく元
気に育ってね☆

榎本 健
たける

くん

（住崎町）
平成２６年２月生まれ
とってもやんちゃで甘
えん坊な健くん。お姉
ちゃんと仲良くね♡

加藤 優
ゆう

心
こ

ちゃん

（鵜ケ池町）
平成２５年８月生まれ
父ちゃんと兄ちゃんが
キャッチボールするの
を楽しみにしてるよ。

三浦 翔
しょう

眞
ま

くん

（吉良町）
平成26年２月生まれ
強さと優しさを持った
男の子に！モリモリ食
べて大きくなってね♡

近藤 真
ま

希
き

ちゃん

（一色町）
平成２５年８月生まれ
いつも幸せな笑顔をあ
りがとう♡　元気にす
くすく成長してね♪

大橋 芳
よし

輝
き

くん

（吉良町）
平成26年２月生まれ
かわいい笑顔でたくさ
ん幸せをありがとう。
とっても大好きだよ♡

浜詰 観
み

生
う

くん

（戸ケ崎三丁目）
平成2６年２月生まれ
いつも幸せな気持ちに
してくれるみうくんは
素晴らしい☆最高だよ。

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。
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ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
21
へ
行
こ
う
！！

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

い
に
し
え
の
三
河
湾
の
恵
み
を
追
い
か
け
る

　
27
年
３
月
20
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ

イ
ブ
21
プ
ー
ル
は
、
隣
接
の
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
温
水
プ

ー
ル
で
、
年
間
約
18
万
人
の
方
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ー
ル
に
は
、
キ
ッ
ズ
プ
ー
ル

や
流
水
プ
ー
ル
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
な

ど
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
楽
し
め
、
健
康
促
進
や

仲
間
づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
は

「
泳
ぐ
練
習
コ
ー
ス
」「
つ
づ
け
て

泳
ぐ
コ
ー
ス
」「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
」「
フ
リ
ー
コ
ー
ス
」
の
４
つ

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
体
力
を
向

上
し
た
い
方
、
水
泳
を
始
め
た
い

方
、
本
格
的
に
泳
ぎ
た
い
方
な
ど
、

目
的
に
合
わ
せ
た
使
い
方
が
で
き

ま
す
。
普
段
あ
ま
り
運
動
を
し
て

い
な
い
方
は
、
ま
ず
「
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
」
で
水
中
歩
行
を
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
プ
ー
ル
の
ほ
か
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
を
は
じ
め
、
23
種
類
の
マ

シ
ン
が
安
価
に
利
用
で
き
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
人
気
で
す
。

問スポーツ課振興担当（☎54・０００２／総合体育館内）／ホワイトウェイブ21（☎34・8222）

Ｖ
ｏ
ｌ・０5

　
西
尾
市
史
の
編
さ
ん
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
各
分
野
と
も
専
門
の
先
生
に
調
査
を

依
頼
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
30
年
度
に
刊
行
予
定
の
資
料
編（
考
古
）

編
さ
ん
の
た
め
の
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
三
河
湾
に
面
し
た
こ
の
地
域
で
は
、
古
く
よ
り
海
の
恵
み
を
頂
い
た
人
々
が
生
活

し
て
い
ま
し
た
。
三
河
湾
沿
岸
に
は
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
茶
畑
の
広
が
る
上
町
に
あ
る
八
王
子
貝
塚
、
寺
津
中
学
校
の
敷
地
内
に

あ
る
枯か

れ
き
の
み
や

木
宮
貝
塚
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
県
の
史
跡
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
八
王
子
貝
塚
な
ど
は
、
そ
の
調
査
の
歴
史
だ
け
で
も
１
０
０
年
以
上
に
及
び
ま
す
。

貝
塚
に
は
、
当
時
の
海
岸
線
を
推
定
し
た
り
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の
様
子
を
示
し

た
り
す
る
情
報
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
人
は
何
を
食
べ
た
の
か
、
ど
の
よ

う
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
し
て
い
た
の
か
を
解
き
明
か
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
、
そ
こ
に
は

隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
解
き
明
か
そ
う
と
、
古
い
時
代
の
調
査
資
料
を
探

し
た
り
、
確
認
し
た
り
す
る
た
め
に
大
学
の
資
料
室
な
ど
を
訪
ね
ま
す
。
例
え
ば
、

東
京
の
国
学
院
大
学
に
は
、
全
国
の
遺
跡
の
資
料
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
こ
に
は
、
八
王
子
貝
塚
で
の
調
査
の
記
録
類
や
枯
木
宮
貝
塚
の
調
査
で
出
土
し
た

縄
文
土
器
の
拓
本
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
道

な
調
査
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に

そ
の
時
代
の
姿
を

明
ら
か
に
し
て
、

西
尾
の
い
に
し
え

の
様
子
を
よ
り
明

ら
か
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

八王子貝塚の史跡指定地内にある石碑
昭和８年に自ら調査も行い、石造美術
家でもあった岡崎市の池上年さんの設
計で作られたものです。明治34年から
の調査の記録が刻まれています。
問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
鈴
木
と
よ
江

3

施 設 名 開 　 　 館 　 　 日 開 館 時 間 利用料金（1回分）
大人 小人

プール

火曜日～金曜日
（７月１日～８月31日を除く） 午後１時～８時30分

500円 200円土曜日・日曜日・祝日 午前10時～午後８時30分
７月１日～８月31日 午前10時～午後８時30分

浴　室 開館日全日 午前10時～午後８時30分 400円 100円
トレーニングルーム 開館日全日 午前９時～午後８時30分 300円 利用不可

トレーニングルーム
は、初回利用時に予
約講習会の受講が必
要です。

・休館日…毎週月曜日（月曜日が祝日
の場合は営業）、年末年始（12月29
日～１月８日）

・７月１日～８月31日は休館日なし
※浴室のみ月曜日休館

・設備点検などで臨時休館の場合あり

午後８時以降の入場は
できません。

大人…高校生以上
小人…３歳以上
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西 尾 市 の デ ー タ

　６月１８日に西尾幼稚園で行われた
「カレークッキング」の様子です。園
で取れたジャガイモ・タマネギを使
って、カレー作りに挑戦。「ネコの
手」で上手に材料を切っていく子が
いれば、危なっかしくて見ていられ
ない子も。でも、こういった経験を
積むことによって、いろいろなこと
ができるようになっていくんですね。

　先日、子ども大学親子パン作りの
取材に行きました。そこで私にとっ
てうれしいサプライズがありました。
講座も終わりに近づき、受講者が出
来上がったパンを味見している様子
を眺めていたときのことです。一人
のおとなしそうな少年が近づいてき
て「一つどうぞ」と自作のパンを差
し出したのです。親に言われたわけ
でもなく私が物欲しそうな目で見て
いたわけでもなくです。優しさのこ
もったパンに感激するとともに、心
もお腹も満たされました。（か）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色伊那跨61
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況

火災 救助 救 急

６月 ３件 ４件 447件

１月から
の累計 25件 22件 3,207件

７月１日現在 前 月 比
男性 85,856人 －34人
女性 84,401人 ＋18人
計 170,257人 －16人
世帯数 60,487世帯 ＋57世帯

人身事故
件 数

死 傷 者

負傷者 死亡者

６月 46件 59人 0人

１月から
の累計 349件 411人 4人

●
鶴
城
小
学
校

●
佐
久
島
中
学
校

●
一
色
東
部
小
学
校

　
一
色
東
部
小
学
校
で
６
月
15
日
、
よ

う
こ
そ
先
輩
ｉｎ
一
東
小
「
な
か
よ
し
集

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
友
達
と
仲
良

く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
劇
の
感

想
や
自
身
の
体
験
談
を
発
表
し
た
後
、

講
師
に
招
い
た
同
校
を
卒
業
し
た
先
生

か
ら
、
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

７
月
４
日
、
ア
マ
モ
移
植
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
、
佐
久
島
中
学
校
の
生
徒

が
中
心
と
な
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
海

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
集
ま
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
、
手
際
よ
く

ア
マ
モ
の
移
植
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
、
保
護
者
や
地
域
の
方
を

講
師
と
し
て「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
31
の
講
座
が
企
画

さ
れ
「
外
国
の
音
楽
を
体
験
し
よ
う
」

で
は
、
珍
し
い
中
南
米
の
楽
器
を
楽
し

く
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
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